
５年10年先を見据えたモビリティ政策
～社会の大変革期に備えて～

参加費
無料

アフターコロナにおけるライフスタイルや交通ニーズの変化、自動運転やMaaSなど新たな
モビリティの技術革新、カーボンニュートラルに向けた取り組み、急速なデジタル化を背景と
した多様なデータ活用など、社会が大きな変革期を迎える中、持続可能な地域の実現に向けて、
５年10年先の交通をどう考えるべきか、あり方と実践方法を幅広く解説します。

プ ロ グ ラ ム

自治体様限定ウェビナー
令和３年 8月 20日（金）
14:00 ～15:30

先 着 1 0 0 名 様 限 定

事前申込 質疑応答あり１テーマ15分

§1 データ駆動による公共交通計画

§2 自転車活用推進の最前線

§3 人が主役の歩行者交通計画の実践

§4 移動の未来に向けた新たなモビリティ活用

§５ 人流データサービス「全国うごき統計」の活用

交通政策部 都市マネジメント室
室⾧ 和田 裕行

DX事業推進部 DX事業推進室
室⾧ 金木 大輔

交通政策部 都市マネジメント室
技術主任 栗栖 嵩

交通政策部 都市再生室
技術主任 金友 啓太

交通政策部 都市再生室
チーフ･プロジェクト･マネジャー 渡邉 健

申込
方法

○ご参加には事前登録が必要です。裏面記載の「個人情報の取り扱い」に同意の
うえ、下記URLまたは右記QRコードからご登録ください。後日、ご登録のメー
ルアドレスに参加用URLをお送りいたします。

○本セミナーはZoomを利用して開催いたします。当日使用されるPCに、事前に
Zoomアプリをインストールしてください。インストールが難しい場合、
Webブラウザ（Google Chrome 推奨）からご参加可能です。
https://pacific-co-jp.zoom.us/webinar/register/WN_RpFBN7pMSgSGaOMzH2GZCg

www.pacific.co.jp

※すべての発表が終了した後に、質疑応答の時間を設けております。
※個々の発表で不明な点がございましたら、ZoomのQ&A機能を利用してご質問ください。
※参加者同士の匿名性は確保されており、ウェビナー時間内であれば、いつでもご質問可能です。

主 催

お問い合わせ: 首都圏本社 営業部ウェビナー事務局 （稲見、森本、武石）
Mail:webinar-newmobility@tk.pacific.co.jp TEL:048-650-8611

承認番号:70-10-0016 



・本セミナーへの申込み及び終了後のアンケート調査に当たりお知らせいただき
ました個人情報は、当社において、以下の目的のために利用させていただき
ます。

・本セミナーは事前登録いただいた方に限り視聴いただけます。なお、本セミ
ナーには定員（先着順100名）を設けており、定員に達した場合には、ご
参加をお断りすることがございますのでご了承ください。

・本セミナーの撮影、録音、録画は禁止させていただきます。

・本セミナーに係る映像、コンテンツ等の著作権等については、発表者、当社
又は正当な権利を有する権利者に帰属するものであり、無断で使用した場
合には、著作権等の侵害となるおそれがあります。

・都合によりプログラム内容が変更になる場合がございます。

・やむを得ない事情により、本セミナーは延期または中止になる可能性がござ
います。

当社の個人情報保護方針

個 人 情 報 の 取 扱 い 注 意 事 項

①本セミナーの運営（参加申込み後のご案内、連絡、お問合せへの対応、
当日の参加状況の管理等）

②本セミナー終了後のアンケート調査
③アンケートご回答内容に基づく当社サービス等のご紹介、ご提案等
④各種統計処理、解析

・法令に定められている場合を除き、本人の同意を得ずに個人情報を第三者に提
供いたしません。なお、個人情報につきましては、当社の個人情報保護方針
に従って、適切に管理いたします。

（https://www.pacific.co.jp/use/privacy/）
以 上

概 要

●データ駆動による公共交通計画 （発表者:和田 裕行）
近年の5Gの登場、人工知能（AI）の高度化を背景とした急速なデジタル化に伴い、多様な

データ・新技術が登場し、まちづくりへの活用が始まっています。それら多様なデータ・技
術を活用した効率的・効果的な公共交通計画について事例等をもとに紹介します。

●自転車活用推進の最前線 （発表者:栗栖 嵩）
国の第2次自転車活用推進計画より、シェアサイクル活用、自転車通勤、サイクルツーリズ

ム等の更なる強化が掲げられました。コロナ禍での変化や新技術、国の最新動向等を踏まえた
市区町村版の計画策定のポイント等について、具体的な事例等をもとに紹介します。

●人が主役の歩行者交通計画の実践 （発表者:金友 啓太）
世界中の多くの都市で、道路を車中心から“人中心”の空間へと再編する取組が進められて

おり、わが国でも300を超える都市がウォーカブル推進を掲げています。歩行者中心のみち
づくり・まちづくりを推進するためのポイント等について、道路空間再編に係る計画・実
験・設計等の実績を紹介しながら解説します。

●移動の未来に向けた新たなモビリティ活用 （発表者:渡邉 健）
自動運転や電気自動車、電動キックボードなど新たなモビリティに多くの期待が寄せられ

ています。しかし、これらの新たなモビリティを活用した将来の移動の絵姿、導入時の課題
や対応すべき事項等については、不明点や疑問点が多い状況です。これらを解決していくた
めのいくつかのヒントについて、具体的な事例等をもとに解説します。

●人流データサービス「全国うごき統計」の活用 （発表者:金木 大輔）
ソフトバンク株式会社が提供する「全国うごき統計」は、弊社との共創により開発された

人流データサービスで、携帯端末より得られるデータを基に人の流れを把握することで、こ
れまで判らなかった生活者の移動ニーズを明らかにすることができます。そこで、本サービ
スのモビリティ政策への活用事例をご紹介するとともに、今後の可能性について解説します。


